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「地域社会の課題」

• 通学路の夜道で女子高生が襲われたと聞きその場所を調査
してみた。すると街灯がないためとても危ないことがわ
かった。

• その現場近くには川があった。川の流れを利用して発電を
行いその電気で防犯灯を照らせるのでは？と私達は考え
た。

「作っていく中での課題」

• 発電をするためには筏型の水車が適していると考えた。ま
た災害時どこにでも運べるようにしようとも考えた。

• 試行錯誤していく中で川がない場所でも小さな滝のような
箇所でも発電できるようにしようと考えた。

• どこにでも設置でき持ち運びが可能な自立型の水車が完
成！したはいいものの、発電量がまだまだ足りない。。。

課題

作品名
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作品名

解決手段

• 以前から存在する筏型水車は河川等に浮かすことで水
の流れを利用して発電を行うことが出来る。

• しかし、台風などの影響で河川に近づくことができ
ない場合は発電できない課題がある。

• そのため、災害時でも陸上で発電可能にするため、
筏型水車にスタンドを取り付けることで陸上に自立で
きるようにした。このスタンドを付けることにより、
小さな滝のような水流がある場所に水車を自立させる
ことで、陸上でも発電をすることが可能になった。

• また筏型水車を固定する紐は、災害時、水車をラン
ドセルのように背負いながら避難をすることに利用で
きる。



パテントコンテスト令和４年度

作品名

サーチ

• J-PlatPat特許分類検索の公
報テキスト検索を利用し、
検索すると、5件出てきた。

• 「特開平10-141200」【発
明の名称】地球に優しい発
電イカダが確認された。

• これは、発電装置を川面に
浮かべ、無限に流れつづけ
る水の流れを利用するドラ
ム式水車筏発電装置である。
この部分では私たちの発明
と同じである。

• しかし、陸上においても発
電が可能となる仕組みを兼
ねそろえている点では、私
たちの発明でしかない部分
であり、新規性があると
思った。
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作品名

受賞作品

未展開 自立足部の展開図

画像の水車は、災害時に避難する際に、一緒に避難できる。するとそれを
電源として活用できるようにもなる。川岸に固定するためのロープを利用し
てランドセルのように背中に背負って運べるようにもした。また、市街地の
ような陸上でも、用水路から溢れる小さな滝のような水流ポイントにも設置
できるように「自立足部」を増設した。


